
移住希望者等を対象に市町村等の関係機関が一体となって複合的経営等の形態への就農を支援することに
より、山間地域の担い手の確保・育成を図る。

事業の目的

山間地域農業持続化モデル構築事業

農政企画課中山間農業振興室 １９，１５３千円
【財源：国庫、一般財源】

⑴ 事業内容
① 山間地域経営体育成モデル事業（補助率１／３以内）
複合的経営等に必要な研修、施設等整備、販路開拓等の支援

② 経営体育成サポート事業
ア 山間地域における複合的経営の調査・分析
イ 複合的経営の伴走支援を行うサポーターの設置

③ 県推進事務費

⑵ 事業の仕組み

①県 市町村 経営体 ②③県

⑶ 成果指標
当事業による地域農業の担い手確保数 現状（令和４年度）０件 → 令和７年度 １５件（累計）

事業の概要

令和５年度～令和７年度事業の期間

補助 補助



山間地域農業持続化モデル構築事業

市町村、県サポーター、普及員、JA、
移住担当、地域商社 等

サポートチームの結成 支援内容の見える化

ア 複合的経営の実態調査・分析

① 山間地域経営体育成モデル事業

② 経営体育成サポート事業

対象地域の選定、研修等、
各種サポート体制の整備

イ 県サポーターの設置

支援

（半農半X）

（定年帰農）

農に携わる地域の多様な担い手

• 高所得事例調査
• 耕種、畜産、林業、農外所得等
の現状分析

• 複合的経営のモデル化

サポート

補助

複合的経営に必要な設備等

（マルチワーク）

移住希望者等

• 市町村への伴走支援
• 移住者等の創業計画策定支援
• 複合的経営モデルの横展開

農外所得 林業

農業 α

機器の導入 簡易的な施設 新商品開発技術習得

【例】

【複合的経営による安定した所得の確保】

他の品目
（小規模複合）

【別紙】


